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  ２月25、26日の「赤坂青山寄席」で、シェイクスピア四大悲劇のひとつ「オセロー」の

創作落語に挑む、古今亭志ん輔師匠に口演にかける意気込みなどをお伺いしました。 

シェイクスピアを落語にしようと思われたきっかけは？

 ＮＨＫで子供番組をやってた頃の仲間とおでん屋でばったり会った。これがきっかけ

（笑）。落語に「片棒（かたぼう）」という話があってね。それはケチなお父さんが３人のせ

がれの誰に店を継がせたらいいかと試験をする、というもの。「リア王」は王様が３人の

娘の誰が一番いいか、みたいな話でしょ。「同じじゃない」なんて話したら「おもしろい。や

ってみてよ」って言われて。「落語にすればシェイクスピアがもっと身近になるんじゃない

か」というんだよね。私も、シェイクスピアを見に来る人が落語を聞いてくれれば、相乗効

果で両方のお客さんが増えるかもしれない、と。両方減るかも知れないけどね（笑）それ

が７年前で、それから５作品、計６回やりました。 

オセロー」は“どろどろした”悲劇です。落語は「面白かったな」というのが最後に残るもの

だと思うのですが、その辺のギャップはどう埋められるんでしょうか。

 どこに笑いが入るかな、というのが難しいですね。ライトにもっていくのか、ヘビーな"ど

ろどろ"一辺倒にするのか。やり方次第で変わってきちゃうんで、その辺が悩んでるとこ

なんですけどね。 

タイトルが「丁稚」。話の舞台を日本の店に置き換えてやる訳ですね。

 以前に「ヴェニスの商人」をやったときは、登場人物を日本人に置き換えただけで、べ

たーっと筋をそのままやったんですよ。そうすると、シェイクスピアファンには、まあまあ

好評なの。でも、落語ファンには不評なの。次に「ロミオとジュリエット」を原作とまったく

変えてやったら、落語ファンには好評なんだけど、シェイクスピアファンには不評。両方と

るのはなかなか難しいですね。 

創作落語のよいところはどこでしょうか。

よさ、っていう意味では、まず、古典落語に絶対にかなわない。一人で作って一人で演じ

ると、どうしても薄っぺらくなるんですよ。プロの人たちにアドバイスをもらったりするんだ

けど、やっぱり、ぺらぺらっとしたものになりがちで。創作落語が一過性のもんだからで

しょうかね。住吉踊りの人を並べて、派手にして見せたこともあるんですけどね。今回

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1953年東京生まれ。72年に故古今

亭志ん朝に入門。85年真打ち昇進

「志ん輔」を襲名。82年から16年

間、NHKテレビ「お母さんといっし

ょ」にレギュラー出演、00年から3年

間、NHK FMの「名曲リサイタル」

のパーソナリティーを務めるなど、

活動は多彩。近年は一門の若手落

語家と「たまごの会」という落語会も

開催している。

【「【「【「【「丁稚丁稚丁稚丁稚」」」」のあらすじのあらすじのあらすじのあらすじ】】】】 

なさぬ仲の主人の娘と手代（てだ

い）。一緒になるのならないのと毎

日大さわぎ。そこへ、二人がなさぬ

仲なのを知った芝居好きの丁稚（で

っち）が、お小遣いをせびろうとお

嬢さんに近付くのですが…。



は、なるべく余分なものを入れないでいきたい。落語ってもののよさを前面に出して、作

品として残るようなものにしたいですね。 

古典落語は長い時間をかけて多くの人がやってきているから、それが積み重なって重

みが出ているんでしょうね。

そう。よく「垢と苔」にたとえて話すんですけどね。「垢なら落とした方がいい、苔ならむし

た方がいい」って。古典落語はもう垢は落とされちゃってるんです。みんながこれは苔だ

と思って付けるんだけど、やっぱり要らないと、落とされちゃう。で、また付ける。そうやっ

て苔むした灯篭みたいになっているのが古典落語だと思うんですよね。創作落語の場

合は「これはいずれ苔になるのかな、垢なのかな」というのが分からないうちに次の作品

に移ってしまうので、そういうところが薄っぺらさになってしまうんでしょうね。だからちょ

っとでも苔の残骸をつけたいな…というところで、うまくまとまりましたね（笑）。 

 師匠のお話はとても楽しく、あっという間に時間が過ぎてしまいました。（紙面に掲載し

きれないのがとても残念！） 

 高校時代にバスケットボール選手を夢見たものの挫折。そんなときに、故古今亭志ん

朝師匠の落語との衝撃的な出会いがあり、噺家になることを決心されたとか。バスケッ

トボールをあきらめて後悔した苦い経験から、「ここであきらめたら一生後悔する」と、反

対する両親を説き伏せて噺家の道に進まれたそうです。そのときの熱い想いのまま、常

に貪欲に芸を追求されている姿が印象的でした。そんな師匠の「丁稚」。ぜひ、足を運ん

でみてください。 
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